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〜地域と寄り添う情報施設〜
KAMAKURA TOURIST CULTURE CENTER
　　　　　　　　　　　　　 The information facility behave the area together 
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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
Kamakura is famous not only tourist destination which there are many temples, the land 
associated with history, busy street for shopping, the town and alley, nature in all its seasons, but 
community to a better place to live. As a reason for that, people living there have a high regard 
for Kamakura. In order to enable Various people, going sightseeing, inviting outsiders and living 
there, to behave together and more cherish Kamakura, I propose the facility like a cornerstone. 
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　では、「観光」と判断するにはどうしたらいいだろうか。
例えば温泉地で有名な箱根に訪れ、A という温泉に入り
に来ることは「観光」であるが、箱根に住む地域住民が
近所の同じ A 温泉に入りに行くことは「観光」とは言え
ない。これは定義づける必要もなく、誰しも認識してい
ることだと思われる。ここから「観光」とは「場所の移
動」と「日常性・非日常性」の２つの行為的要素によっ
て成立されるものではないかと考える。
　更に、観光の成立には上述の行為者（観光客）に加え、
観光資本（産業）・地域住民（コミュニティ）・観光対象
（資源）が必要である。
(2) 歴史観光と地域住民（コミュニティ）
　そこで歴史観光と地域住民（コミュニティ）に注目し
たい。既に地元の歴史について知っている住民と歴史観
光とは、元来深く結びつきやすいともいえる。地元に観
光対象（資源）があり、生活に身近であるという認識が
定着すれば、観光地に対しての愛着や誇りといった「よ
りどころ」が住民におのずと生まれてくる。
　また、観光客に求める学習負担を住民が「語り部」的
な演出役を担うことで、住民は観光客との会話などのや
りとりを通して、地元の歴史観光の地として以上の魅力
に「気づき」、「よりどころ」を抱くような相乗効果も期
待できる。余暇時間が増加するシニア世代はまさに「語
り部」として適役であろう。
１. はじめに
　鎌倉には、広域に点在する寺院、歴史にゆかりある地、
賑わう商店街、町並み、路地、四季折々の自然、と多く
の見所が存在する観光地として有名である。その一方で、
観光地「訪れる街」としてだけではなく、自然に溢れ気
候も温暖で穏やかな場のため「住み良い街」としても名
高い。「訪れる街」と「住み良い街」、両方の面から支持
があるのは鎌倉で生活する人々が、鎌倉という地域を大
切にしているからではないか。それは鎌倉に身を置いた
文豪達の作品から、鎌倉景観保存運動の歴史から、現在
の地域ボランティアの様子から、感じ取ることができる。
　観光する人、招く人、生活する人。様々な人々が寄り
添い、鎌倉という地域より大切に出来るよう、よりどこ
ろのような施設を提案する。
２. 観光とは
(1) 観光の定義
　観光政策審議会の「今後の観光政策の基本的な方向に
ついて」では、観光の定義を「余暇時間の中で、日常生
活圏を離れて行うさまざまな活動であって、触れ合い、
学び、遊ぶということを目的とするもの」とし、「時間」、
「場所・空間」、「目的」の 3 つの面から規定している。更に、
「21 世紀初頭における観光振興方策について」によると、
「いわゆる『観光』の定義については、単なる余暇活動
の一環としてのみ捉えられるものではなく、より広く捉
えるべきである。」としている。このことからもわかる
よう、「観光」を定義づけることは非常に難しい。
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　一方で、地域住民（コミュニティ）にとっては観光地
となったことで日常生活を攪乱されただけという負の遺
産ももたらされかねない。そのため「よりどころ」をも
つ地域住民の主体的な活動が求められるのではないか。
２. 鎌倉の歴史
　鎌倉は今からおよそ 800 年前、源頼朝が幕府を開い
た地で、その後 150 年余り、日本の政治・経済・文化
の中心地として繁栄した。三方を 100~150m 程度の
高さをもつ山と、一方を海に面した長さ２km、幅 1〜
2kg と約 2㎢の面積ほどの独特の地形は、天然の要害と
して重要な役割を担っており、鎌倉城と呼ばれるほどで
あった。鎌倉幕府の衰退後は、静かな農漁村となってい
たが、明治時代に横須賀線が開通すると、海水浴場や別
荘地として賑わうようになった。
　
　現在、鎌倉市は人口 174161 人、面積 39.53km2、世
帯数 73046 世帯となっており、東京駅から電車でわず
か１時間足らずの場所でありながら、貴重な歴史遺産と
豊かな自然環境に恵まれ、四季折々の風情を楽しむこと
ができる、人気の観光地である。また、古都ならではの
風格ある街並みや、美しい海辺の景色に憧れて居住する
人も多く、「住みたい町ランキング」で常に上位にラン
クインする、人気の住宅地としても名高い。しかし、鎌
倉らしい景観は、当然のように存在しているわけではな
い。鎌倉は、幾度となく開発の波にさらされ、そのたび
に景観破壊の危機を乗り越えてきた歴史が存在するので
ある。
３. 現在の鎌倉
(1) 点在する寺院
　鎌倉は寺院の多い街である。密教系が古くから国家、
政権に結びついており、中期になると中国から導入され
た禅宗が新興宗教としての力をつけて、北条氏の元で保
護された。更に町人には日蓮宗が浸透して行った。五山
に代表される政治と結びついた禅宗の寺院は北部の谷地
に立地しており、日蓮宗の寺院は南東部の平地に多い。
また、南西部に位置する律宗の極楽寺は、和賀江港の管
理を任されると共に、貧困層の救済にあたった。これら
の寺院にも盛衰はあり、寺院跡もかなりの数が明らかに
なっている。特に明治初期の神仏分離期に衰退して消滅
したものが多い。
　鎌倉市の平成２０年統計によると、宗教法人数は、神
道系神社が４１、仏教系寺院が１１９となっている。
(2) 世界遺産登録推進運動
　世界遺産の場所は鎌倉市と横浜市の称名寺や逗子市の
名越切通等が含まれているため、神奈川県・横浜市・鎌
倉市・逗子市の４県市が連携して登録を推進している。
　「武家の古都・鎌倉」は武家政権所在地の整備に大き
な影響を与えた要害的地形を示す山稜部と、その山裾や
谷間などに造られた神社・寺院などの重要な要素により
構成されている。山稜部のほとんどは、「古都における
歴史的風土の保存に関する特別措置法」（「古都保存法」）
に基づく「歴史的風土特別保存地区」に指定されている。
この指定により、現状地形の改変等が制限され、古来の
旧地形が樹林と共に保存されている。
(3) 現在の観光案内所と観光動線
　現在の鎌倉の観光案内所は、駅の端に最小限のスペー
スで存在してあるだけで、この広い鎌倉を案内するには
不十分であると考える。観光案内、と言っても無料の地
図を渡し、場所と概要を説明する程度の機能しか果たせ
ていない。歴史観光地である鎌倉を楽しむためには、ま
ず歴史や地域の様子を知る必要があると１章で述べた。
それはまさに鎌倉にも当てはまることである。そしてそ
のことを地域住民は既に理解しており、駅前でパラソ
ルを出し、観光客をもてなそうとボランティアガイドが
立っている。歴史を、地域を知る場、案内する場が現在
の鎌倉にはないのである。
　若宮大路は鎌倉の表参道である。鎌倉時代からの都市
構造が受け継がれ、地域がそれを守って行こう、と動い
ている中、観光客のメイン動線は駅→小町通り→八幡宮
→若宮大路→駅となってしまっている。それは駅前の
ロータリーにも問題があるだろうが、やはり駅から出て
すぐに小町通り入り口の鳥居が目に入ってしまうことで
図 1. 鎌倉市航空写真
図 2. 世界遺産登録候補地
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(3) 宿泊と鎌倉
住民の高齢化と戸建て住宅が多い鎌倉は、今後将来、空
き家増えることが想像できる。その際、宿泊施設として
リノベーションを行うことで、「鎌倉に住む」というこ
とを一時的に体験できる場として観光客に提供する。鎌
倉観光文化センターでは、その宿泊施設の紹介・手続き
などが行われると同時に、鎌倉の情報を得ることができ
るため、鎌倉を理解した上で好みの宿泊場所を選ぶこと
ができる。
(4) プランニング
①鎌倉の町の魅力を設計に取り入れる
　a. 路地：鎌倉の至る所に存在する路地は大通りとはガ
ラリと違う雰囲気を醸し出しており、先への期待感など
が高まる。
　b. たまり空間：路地を抜けた先にはたまりの空間が広
がっている場所が多々ある。大通り賑わいとも、路地の
期待感とも違う静かな空間が存在しており、非日常感を
味わえる。
②鎌倉らしさを現代で捉える
　a. 鋼板パネルの使用 ：鉄骨ラーメン造に鋼板パネルを
貼り付けることにより、壁厚を 150mm に抑え、密集地
の圧迫感を緩和する。【参考：真壁伝承館】
　b. ３寸勾配屋根の使用 ：鎌倉の市内に存在する歴史あ
る建物は、４寸～５寸勾配屋根が多いが、３寸勾配屋根
を使用することによって軽やかさを出すと同時に、現代
の鎌倉の風景に適応させる。更に勾配屋根の向きを揃え、
分棟ではあるが一体感を出す。
③散策の体験
　小町通りから若宮大路へと横断する動線を設けること
で、鎌倉に存在する路地や裏通り、溜まりの魅力を疑似
体験させる。鎌倉散策のデモンストレーションのような
効果を期待する。
はないだろうか。現在のメイン動線自体が全て悪いとは
思わないが、広域に見所が点在しており、街中の路地や
隠れ家的カフェ等多数存在している鎌倉において、それ
は極めてもったいないことだと感じる。
４. 設計
(1) 計画地概要
所在地　　　神奈川県鎌倉市小町２丁目１２
敷地面積　　1500m2
許容建蔽率　80％
許容容積率　400％
用途地域　　商業地域
景観地区（高さ制限 15m）
(1) 敷地・プログラム
敷地は、神奈川県鎌倉市の小町通りと若宮大路というメ
イン通りに挟まれた街区で、それら通りを横断するよう
な場所である。ここに「観光文化センター」を設計する。 
(2) ゾーニング
・小町通り側からは、通りから覗く路地への期待感・散
策性を意識した視覚で引き込むアクセスである。
・若宮大路側からは、メイン機能である観光案内スペー
スとそれに付随する機能を関連させ配置する。
・真ん中の道からは目につきやすいかカフェや憩い空間
を配置する。
・上の階へ行くほどに地域ボランティア、地域住民、運
営スタッフ　の空間へと繋がって行く。
図 4.　機能の配置
図 5.　機能の関係性
図 6.　1F 平面図
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５. おわりに
　　何かが郡を抜いて特徴的なのではなく、歴史も自然
も人も含めて、「鎌倉」という地域全体が魅力であり、
特徴だと考える。この施設の個々の機能自体は十分では
ないかもしれないが、機能と人が関わり、結びつくこと
で何倍もの効果が現れる。そんな建築が鎌倉にはふさわ
しいのではないかと思い、設計をした。この施設を拠点
とし、「鎌倉」の魅力がより深く、様々な人に伝わるこ
とを期待する。
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